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数十，数百本規模の群杭の終局を含めた力学挙動 

これを知りたい！ 

☆ 群杭が単杭と異なる力学挙動を示す現象 

群杭効果ってなに？ 63本群杭の原位置水平載荷試験 
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載荷方向

反力体
（約250本群杭）

5,000 kNジャッキ
6台で載荷

載荷試験の結果 

解体したLNGタンク基礎の 
一部分を再利用して実施！ 
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構造物の設計に 

単杭の試験結果 

を用いる場合に 

問題となる！！ 

水平載荷時の様子 
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各杭のせん断力の分担の違い 荷重－変位関係と耐力照査 
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3ヒンジタイプ
（テクスパン工法）

2ヒンジタイプ
（モジュラーチ工法）

現場で組み立て

ヒンジ構造

現場打ち

現場打ち

地震が起こるとカルバートはどうなるの！？ 
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この部分で分割 

現場で組立 

完成！ 

課題：耐震性は大丈夫！？ 

   ヒンジ部の動的な挙動は？ 

カルバートの大型振動台実験 プレキャストアーチカルバートってなに？ 

-実験モデル概略図- -カルバート模型- 

大型振動台実験の結果 

工場でアーチ部材を生産 

工期短縮 
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-実験後のカルバート模型- 

アーチ部材が終局状態に至る前にヒンジ部が先行的に外れる可能性は低い 

-鉄筋ひずみの時刻歴（1Hz正弦波 700gal）- 

鉄筋が塑性化 

部材が大きく損傷！ 

等間隔にひび割れ発生 → かぶりの小さな帯鉄筋にてひび割れ 

実構造の1/5スケール 

目的：地震時の限界状態の明確化 
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–大阪市域の有効応力減少比の深度分布と液状
化危険度指数- 

LIQCAを用いた動的解析手法による液状化解析 

–入力地震動(日向灘)- 

研究目的 液状化判定指標としての液状化危険度指数の提案 

表層付近に沖積砂層が分布しており液状化
危険度が高いと考えられる地点では、
LRI>3.0となる傾向が見られた 

–液状化危険度指数- 

(Liquifaction Risk Index, LRI) 
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–解析モデル例(No.19 此花区)- 

LRI 
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最大加速度: 
αmax＝572.6（gal) 

強震動予測法により南海
トラフ巨大地震を想定した
地震動 

–液状化により破壊された護岸- 
(1995年兵庫県南部地震) 同一深度 

等変位境界 

弾性基盤 
粘性境界: 
VS=520(m/s)               
VP=1820(m/s) 

x:地表面からの深さ(m) 

ESDR(x):有効応力減少比 
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